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(百万円未満切捨て)

１．2025年11月期第２四半期（中間期）の連結業績（2024年12月１日～2025年５月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年11月期中間期 676 15.3 75 192.1 77 177.6 48 239.6
2024年11月期中間期 586 9.8 25 △71.2 27 △69.8 14 △73.8

(注) 包括利益 2025年11月期中間期 48百万円( 239.6％) 2024年11月期中間期 14百万円(△73.8％)

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2025年11月期中間期 16.22 16.18
2024年11月期中間期 4.78 4.76

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年11月期中間期 1,782 1,589 89.2

2024年11月期 1,765 1,598 90.5
(参考) 自己資本 2025年11月期中間期 1,589百万円 2024年11月期 1,598百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年11月期 － 0.00 － 19.00 19.00

2025年11月期 － 0.00

2025年11月期(予想) － 20.00 20.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2025年11月期の連結業績予想（2024年12月１日～2025年11月30日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,451 13.0 200 28.7 200 27.0 128 29.1 42.49
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 － 社 （社名) － 、 除外 － 社 （社名) －

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年11月期中間期 3,015,700株 2024年11月期 3,015,700株

② 期末自己株式数 2025年11月期中間期 77株 2024年11月期 77株

③ 期中平均株式数（中間期） 2025年11月期中間期 3,015,623株 2024年11月期中間期 3,015,623株

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合

理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可
能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、添付資料Ｐ．３「１．当中間決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に
関する説明」をご覧ください。

（四半期決算補足説明資料の入手方法等）
四半期決算補足説明資料はTDnetで同日開示するとともに、当社ホームページに掲載いたします。

また、当社は2025年７月30日（水）に個人投資家向け決算説明会をオンライン開催する予定です。こ
の説明会については、当社ホームページのニュースリリースで事前にお知らせし、開催後は当社
YouTubeチャンネルに動画を掲載する予定です。
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１．当中間決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当中間連結会計期間における我が国経済は、個人消費において消費者マインドが弱含んでいるものの、企業収

益は改善しており、設備投資や雇用・所得環境の改善の動きが続く中で景気は緩やかに回復しました。ただ、先

行きについては、米国の通商政策の動向に加え、中国経済の先行き懸念や中東地域の地政学的リスクによるエネ

ルギー市場の不安定化が企業活動に与える影響が懸念されており、これらの影響による景気の下振れリスクが高

まることや、国内の物価上昇の継続がさらなる消費者マインドの下振れにつながる可能性があるほか、金融資本

市場の変動等の影響に注意する必要があります。

当社グループの事業領域である組込みソフトウェア開発のコンサルティング業界におきましては、引き続き、

製造業におけるソフトウェアの重要性が高く、高付加価値の支援が必要とされています。製造業全般において、

ソフトウェア開発需要が多く、車両の機能をソフトウェアによって定義するソフトウェア・ディファインド・ビ

ークル（SDV）は自動車業界におけるデジタルトランスフォーメーション（DX）の重要な要素と位置づけられてお

り、ソフトウェア開発の旺盛な需要が継続しております。また、あらゆるものをソフトウェアで定義するSDx時代

の本格的な到来に備え、戦略的な人材の確保とリスキリングが急務と考えております。

このような環境の下、コンサルティング事業は、SDVの実現には高度なソフトウェア技術が必要であり、最新の

技術課題や製造業DXを中心に受注を伸ばし、堅調に推移しました。サービス提供を開始した生成AIを活用した要

件定義支援サービスの「CoBrain（コブレイン）」の引き合いも堅調に推移しております。また、子会社の株式会

社buboはソフトウェアテストのコンサルティングファームとして、高付加価値な支援へのシフトが進み、売上規

模が拡大しております。

この結果、当中間連結会計期間の経営成績は、売上高676,082千円（前年同期比15.3％増）、営業利益75,236千

円（同192.1％増）、経常利益77,608千円（同177.6％増）、親会社株主に帰属する中間純利益48,925千円（同

239.6％増）となりました。

なお、当社グループはコンサルティング事業の単一セグメントであり、セグメント別の記載を省略しておりま

す。

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

（資産）

当中間連結会計期間末における流動資産は1,575,435千円となり、前連結会計年度末に比べ3,413千円増加いた

しました。これは主に売上債権の回収に伴い売掛金及び契約資産が78,890千円減少した一方で、現金及び預金が

78,685千円増加し、その他に含まれる前払費用が4,415千円増加したことによるものであります。固定資産は

206,839千円となり、前連結会計年度末に比べ12,937千円増加いたしました。これは主にのれん償却に伴い無形固

定資産が8,946千円減少した一方で、投資その他の資産に含まれる繰延税金資産が21,212千円増加したことによる

ものであります。

この結果、総資産は1,782,274千円となり、前連結会計年度末に比べ16,350千円増加いたしました。

（負債）

当中間連結会計期間末における流動負債は192,414千円となり、前連結会計年度末に比べ24,722千円増加いたし

ました。これは主にその他に含まれる預り金が15,701千円減少した一方で、賞与引当金が30,803千円増加したこ

とと、外注費の増加に伴い買掛金が8,632千円増加したことによるものであります。

この結果、負債合計は192,414千円となり、前連結会計年度末に比べ24,722千円増加いたしました。

（純資産）

当中間連結会計期間末における純資産合計は1,589,860千円となり、前連結会計年度末に比べ8,371千円減少い

たしました。これは主に中間純利益の計上に伴い利益剰余金が48,925千円増加した一方で、剰余金の配当に伴い

利益剰余金が57,296千円減少したことによるものであります。

この結果、自己資本比率は89.2％（前連結会計年度末90.5％）となりました。
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②キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ78,655

千円増加し、1,367,965千円となりました。主な要因は次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当中間連結会計期間における営業活動の結果得られた資金は、主に前年同期に比べ税金等調整前中間純利益が

49,652千円増加したことと、売上債権の増減額が63,166千円増加したことにより、前年同期に比べ127,853千円増加

し、145,934千円の収入（前年同期は18,081千円の収入）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当中間連結会計期間における投資活動の結果支出した資金は、主に前年同期に比べ開発投資に伴う無形固定資産

の取得による支出が4,651千円増加した一方で、有形固定資産の取得による支出が11,095千円減少したことにより、

前年同期に比べ6,427千円減少し、10,019千円の支出（前年同期は16,447千円の支出）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当中間連結会計期間における財務活動の結果支出した資金は、主に前年同期に比べ配当金の支払額が増加したこ

とにより、前年同期に比べ3,005千円増加し、57,259千円の支出（前年同期は54,254千円の支出）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年11月期の連結業績予想については、2025年１月10日の「2024年11月期 決算短信」で公表いたしました通

期の連結業績予想に変更はありません。
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２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年11月30日)

当中間連結会計期間
(2025年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,289,463 1,368,149

売掛金及び契約資産 266,720 187,830

仕掛品 399 89

貯蔵品 29 34

その他 15,407 19,331

流動資産合計 1,572,021 1,575,435

固定資産

有形固定資産 23,995 25,082

無形固定資産

のれん 100,216 85,899

その他 8,345 13,715

無形固定資産合計 108,561 99,615

投資その他の資産 61,344 82,141

固定資産合計 193,902 206,839

資産合計 1,765,923 1,782,274

負債の部

流動負債

買掛金 11,176 19,809

未払法人税等 55,831 56,176

賞与引当金 － 30,803

その他 100,684 85,625

流動負債合計 167,692 192,414

負債合計 167,692 192,414

純資産の部

株主資本

資本金 453,486 453,486

資本剰余金 444,486 444,486

利益剰余金 700,350 691,978

自己株式 △91 △91

株主資本合計 1,598,231 1,589,860

純資産合計 1,598,231 1,589,860

負債純資産合計 1,765,923 1,782,274
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2023年12月１日
至 2024年５月31日)

当中間連結会計期間
(自 2024年12月１日
至 2025年５月31日)

売上高 586,181 676,082

売上原価 372,975 410,573

売上総利益 213,206 265,508

販売費及び一般管理費 187,452 190,271

営業利益 25,753 75,236

営業外収益

受取利息 6 603

助成金収入 2,141 1,428

その他 54 339

営業外収益合計 2,202 2,371

経常利益 27,955 77,608

特別損失

固定資産除却損 0 －

特別損失合計 0 －

税金等調整前中間純利益 27,955 77,608

法人税、住民税及び事業税 25,022 49,895

法人税等調整額 △11,472 △21,212

法人税等合計 13,550 28,682

中間純利益 14,405 48,925

親会社株主に帰属する中間純利益 14,405 48,925
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（中間連結包括利益計算書）

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2023年12月１日
至 2024年５月31日)

当中間連結会計期間
(自 2024年12月１日
至 2025年５月31日)

中間純利益 14,405 48,925

中間包括利益 14,405 48,925

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 14,405 48,925
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（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2023年12月１日
至 2024年５月31日)

当中間連結会計期間
(自 2024年12月１日
至 2025年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 27,955 77,608

減価償却費 8,691 6,609

のれん償却額 14,316 14,316

賞与引当金の増減額（△は減少） 25,467 30,803

受取利息 △6 △603

助成金収入 △2,141 △1,428

売上債権の増減額（△は増加） 15,724 78,890

棚卸資産の増減額（△は増加） △617 305

仕入債務の増減額（△は減少） 3,238 8,632

未払費用の増減額（△は減少） △11,932 △3,338

預り金の増減額（△は減少） △49,569 △15,701

その他 △7,482 △3,089

小計 23,644 193,005

利息の受取額 6 603

助成金の受取額 2,141 1,428

法人税等の支払額 △7,710 △49,102

営業活動によるキャッシュ・フロー 18,081 145,934

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △16,463 △5,368

無形固定資産の取得による支出 － △4,651

その他 16 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △16,447 △10,019

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △54,254 △57,259

財務活動によるキャッシュ・フロー △54,254 △57,259

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △52,620 78,655

現金及び現金同等物の期首残高 1,278,218 1,289,310

現金及び現金同等物の中間期末残高 1,225,597 1,367,965
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年改正

会計基準」という。）等を当中間連結会計期間の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－

３項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第28号 2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65－２項(2)ただし書きに定める経過的な取

扱いに従っております。なお、当該会計方針の変更による中間連結財務諸表への影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表

における取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当中間連結会計期間の期首から適用

しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前中間連結会計期間及び前連結会計年度については遡及

適用後の中間連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による前中間連結会

計期間の中間連結財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社グループは、コンサルティング事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。


